
　○案　件　名 ○担当及び関連する部局名

第８回　吹　田　市　政　策　会　議　開　催　結　果　に　つ　い　て

平成29年度（2017年度）当初予算について
行政経営部
税務部

（市長、春藤副市長、池田副市長、総務部長、行政経営部長、税務部長、会計管理者、消防長）

政策会議構成員8名の出席

場所：特別会議室（本庁舎高層棟４階）

日時：平成29年1月10日（火）15時～15時30分

【案件概要】
平成29年度（2017年度）当初予算編成の途中経過について報告するとともに、経常的な経費について各部局へ内示
することの適否

【審議結果】
行政経営部企画財政室より、資料に基づき審議事項の内容について説明があり、その後質疑応答を行った。

質問…本日、経常内示を行い、1月25日に政策経費を含めた最終の内示を行うというスケジュールと理解して
　　　　 よいか。
答え…現状で、約86億円の収支不足を見込んでおり、今後、特定基金や市債の活用、政策経費についての
　　　　 検討を行ったうえで、25日に最終内示を行う予定である。

指示…査定を行う際には、両副市長の意見を十分に聞いてほしい。一律に予算をカットする方向で考えるの
　　　　 ではなく、選択と集中という考えの「集中」に重点を置いてほしい。金額だけで判断するのではなく、
　　　　 その背景を大切にしてほしい。
答え…今後の検討で迷う部分については、両副市長にご相談させていただく。

指示…一度、チャンスを与えて事業実施を認めたうえで、事後的な監視を厳しく行うという手法も考えられる。
　　　　 事業内容や手法に誤りがあれば、厳しく査定するなど、最初から厳しくするのではなく、視点を変えた
　　　　 査定について検討してほしい。

まとめ…本案件については承認された。引き続き、手続きを進めることとする。

【審議事項】
　平成29年度（2017年度）当初予算及び各部局への内示について

　○審議内容と結果

【所管部の考え方】
①各部局への内示については、経常的な経費を対象に行う。
②平成29年度（2017年度）当初予算の確定までの間に、
　・特定目的基金のさらなる活用の検討
　・政策的な経費や内示を保留している事業について、市長・副市長協議を行う。


